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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公開番号】特開2002-165145(P2002-165145A)
【公開日】平成14年6月7日(2002.6.7)
【出願番号】特願2001-109628(P2001-109628)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/44     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ   1/16     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/44    　　　Ｈ
   Ｈ０４Ｎ   5/44    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｂ   1/16    　　　Ｍ
   Ｈ０４Ｂ   1/16    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   7/16    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月5日(2008.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】　デジタル放送を受信し選局を行う少なくとも一つの選局手段と、放送局あ
るいは通信会社から送信される受信契約情報であるＥＭＭセクションまたはＥＭＭメッセ
ージセクションを受信後その内容に応じて前記選局手段の選局を制御する選局制御手段と
を備えたことを特徴とするデジタル放送受信機。
【請求項２】　デジタル放送を受信し選局を行う少なくとも一つの選局手段と、前記選局
手段がリセット後に選局する局を示すデータを記憶する不揮発性の選局記憶手段と、ユー
ザーの選局操作に応じて前記選局手段の選局を制御し前記選局記憶手段の内容を更新する
ユーザー選局制御手段と、前記ユーザー選局制御手段による前記選局手段の選局および前
記選局記憶手段の内容を更新する制御を有効にするかどうかを示すデータを記憶する不揮
発性の選局管理記憶手段と、放送局あるいは通信会社から送信される受信契約情報である
ＥＭＭセクションまたはＥＭＭメッセージセクションを受信後その内容に応じて前記選局
手段の選局をするとともに前記選局記憶手段の内容および前記選局管理記憶手段の内容を
更新する選局制御手段とを備えたことを特徴とするデジタル放送受信機。
【請求項３】　ユーザーの選局操作に応じず前記受信契約情報の内容に応じて特定の放送
局を受信するよう固定されている前記選局手段で受信したかどうかを示すデータを記憶す
る選局固定情報記憶手段を有し、前記選局制御手段は更に前記選局固定情報記憶手段の内
容を視聴履歴情報とともに視聴履歴情報収集センターに送信するよう制御する事を特徴と
する請求項２記載のデジタル放送受信機。
【請求項４】　デジタル放送を蓄積する不揮発性のデジタル放送蓄積手段を有し、前記選
局制御手段は更に放送局あるいは通信会社から送信される受信契約情報を受信後その内容
に応じた前記選局手段の制御により前記デジタル放送蓄積手段に蓄積するデジタル放送の
選局を制御することを特徴とする請求項１記載のデジタル放送受信機。



(2) JP 2002-165145 A5 2008.4.17

【請求項５】　デジタル放送を蓄積する不揮発性のデジタル放送蓄積手段を有し、前記選
局制御手段は更に放送局あるいは通信会社から送信される受信契約情報を受信後その内容
に応じた前記選局手段の制御により前記デジタル放送蓄積手段に蓄積するデジタル放送の
選局を制御することを特徴とする請求項２記載のデジタル放送受信機。
【請求項６】　前記デジタル放送蓄積手段に蓄積したデジタル放送サービスがユーザーの
選択操作に応じず前記受信契約情報の内容に応じて特定の放送局あるいは通信会社のデジ
タル放送を蓄積するよう固定されている状態で蓄積されたかどうかの状態を示すデータを
記憶する蓄積固定情報記憶手段を有し、前記選局制御手段は更に前記蓄積固定情報記憶手
段の内容を視聴履歴情報とともに視聴履歴情報収集センターに送信するよう制御する事を
特徴とする請求項５記載のデジタル放送受信機。
【請求項７】　請求項３記載のデジタル放送受信機および請求項６記載のデジタル放送受
信機を備えたデジタル放送受信機。
【請求項８】　事業体はデジタル放送受信機に対し提供するサービスを受信する状態で前
記選局手段の選局を固定するよう指示するためのデータまたは提供するサービスを前記デ
ジタル放送蓄積手段に蓄積するよう指示するためのデータを含めた前記受信契約情報とサ
ービスのデータを重畳して提供するデータ提供方法。
【請求項９】　事業体はデジタル放送受信機に対し提供する広告を受信する状態で前記選
局手段の選局を固定するよう指示するためのデータまたは提供する広告を前記デジタル放
送蓄積手段に蓄積するよう指示するためのデータを含めた前記受信契約情報と広告のデー
タを重畳して提供する広告提供方法。
【請求項１０】　事業体は提供するサービスを受信するよう固定している前記選局手段を
用いてユーザーが視聴したかどうかをまたは提供するサービスを蓄積するよう固定してい
る前記選局手段を用いた状態で前記デジタル放送蓄積手段に蓄積してユーザーが視聴した
かどうかをデジタル放送受信機が送信する前記選局固定情報記憶手段のデータと前記視聴
履歴情報により判別しそれに応じて課金額を調整する課金方法。
【請求項１１】　メーカーはデジタル放送受信機の前記選局記憶手段の内容を所定の事業
体のサービスを受信する内容のデータでプリセットするとともに前記選局管理記憶手段の
内容を前記ユーザー選局制御手段の制御を無効にする内容のデータでプリセットし前記所
定の事業体のサービスを受信する状態で少なくとも一つの前記選局手段を固定し前記事業
体のサービスを前記デジタル放送蓄積手段に蓄積するよう固定してデジタル放送受信機を
販売する販売方法。
【請求項１２】　デジタル放送を受信し選局を行う少なくとも一つの選局手段と、前記選
局手段がリセット後に選局する局を示すデータを記憶する不揮発性の選局記憶手段と、ユ
ーザーの選局操作に応じて前記選局手段の選局を制御し前記選局記憶手段の内容を更新す
るユーザー選局制御手段と、前記ユーザー選局制御手段による前記選局手段の選局および
前記選局記憶手段の内容を更新する制御を有効にするかどうかを設定する設定手段と、前
記設定を記憶する不揮発性の選局管理記憶手段とを備えたことを特徴とするデジタル放送
受信機。
【請求項１３】　ユーザーの選局操作に応じず特定の放送局を受信するよう固定されてい
る前記選局手段で受信したかどうかを示すデータを記憶する選局固定情報記憶手段を有し
、前記選局制御手段は更に前記選局固定情報記憶手段の内容を視聴履歴情報とともに視聴
履歴情報収集センターに送信するよう制御する事を特徴とするデジタル放送受信機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
【課題を解決するための手段】第一の本発明（請求項１に対応）は、デジタル放送を受信
し選局を行う少なくとも一つの選局手段と、放送局あるいは通信会社から送信される受信
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契約情報であるＥＭＭセクションまたはＥＭＭメッセージセクションを受信後その内容に
応じて前記選局手段の選局を制御する選局制御手段とを備えたことを特徴とするデジタル
放送受信機である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
第二の本発明（請求項２に対応）は、デジタル放送を受信し選局を行う少なくとも一つの
選局手段と、前記選局手段がリセット後に選局する局を示すデータを記憶する不揮発性の
選局記憶手段と、ユーザーの選局操作に応じて前記選局手段の選局を制御し前記選局記憶
手段の内容を更新するユーザー選局制御手段と、前記ユーザー選局制御手段による前記選
局手段の選局と前記選局記憶手段の内容を更新する制御を有効にするかどうかを示すデー
タを記憶する不揮発性の選局管理記憶手段と、放送局から送信される受信契約情報である
ＥＭＭセクションまたはＥＭＭメッセージセクションを受信後その内容に応じて前記選局
手段の選局をするとともに前記選局記憶手段の内容と前記選局管理記憶手段の内容を更新
する選局制御手段とを備えたことを特徴とするデジタル放送受信機である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
第八の本発明（請求項８に対応）は、事業体はデジタル放送受信機に対し提供するサービ
スを受信する状態で前記選局手段の選局を固定するよう指示するためのデータまたは提供
するサービスを前記デジタル放送蓄積手段に蓄積するよう指示するためのデータを含めた
前記受信契約情報とサービスのデータを重畳して提供するデータ提供方法である。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
第九の本発明（請求項９に対応）は、事業体はデジタル放送受信機に対し提供する広告を
受信する状態で前記選局手段の選局を固定するよう指示するためのデータまたは提供する
広告を前記デジタル放送蓄積手段に蓄積するよう指示するためのデータを含めた前記受信
契約情報と広告のデータを重畳して提供する広告提供方法である。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
第十の本発明（請求項１０に対応）は、事業体は提供するサービスを受信するよう固定し
ている前記選局手段を用いてユーザーが視聴したかどうかをまたは提供するサービスを蓄
積するよう固定している前記選局手段を用いた状態でデジタル放送蓄積手段に蓄積してユ
ーザーが視聴したかどうかを前記デジタル放送受信機が送信する前記選局固定情報記憶手
段のデータと前記視聴履歴情報により判別しそれに応じて課金額を調整する課金方法であ
る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
第十一の本発明（請求項１１に対応）は、メーカーはデジタル放送受信機の前記選局記憶
手段の内容を所定の事業体のサービスを受信する内容のデータでプリセットするとともに
前記選局管理記憶手段の内容を前記ユーザー選局制御手段の制御を無効にする内容のデー
タでプリセットし前記事業体のサービスを受信する状態で少なくとも一つの前記選局手段
を固定し前記所定の事業体のサービスを前記デジタル放送蓄積手段に蓄積するよう固定し
てデジタル放送受信機を販売する販売方法である。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
第十二の本発明（請求項１２に対応）は、デジタル放送を受信し選局を行う少なくとも一
つの選局手段と、前記選局手段がリセット後に選局する局を示すデータを記憶する不揮発
性の選局記憶手段と、ユーザーの選局操作に応じて前記選局手段の選局を制御し前記選局
記憶手段の内容を更新するユーザー選局制御手段と、前記ユーザー選局制御手段による前
記選局手段の選局および前記選局記憶手段の内容を更新する制御を有効にするかどうかを
設定する設定手段と、前記設定を記憶する不揮発性の選局管理記憶手段とを備えたことを
特徴とするデジタル放送受信機である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
第十三の本発明（請求項１３に対応）は、ユーザーの選局操作に応じず特定の放送局を受
信するよう固定されている前記選局手段で受信したかどうかを示すデータを記憶する選局
固定情報記憶手段を有し、前記選局制御手段は更に前記選局固定情報記憶手段の内容を視
聴履歴情報とともに視聴履歴情報収集センターに送信するよう制御する事を特徴とするデ
ジタル放送受信機である。
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